
２０２３年度（令和５年度）協働のまちづくり推進事業報告書 

津之郷学区(町・地区)まちづくり推進委員会 委員長 山﨑 俊章 

  (問合せ先) 084－951－1002（津之郷交流館） 

事業内容 

（１） 地域課題福祉事業 

① ワクワクつのごう教室の開催 （ 通年 交流館・保育所 103 人 ） 

② 成人対象講座 （ 通年 交流館 114 人 ） 

③ 講演会・研修会の開催 （ 11 月 12 日 野島断層・人形浄瑠璃 26 人 ） 

④ いきいきサロン （ 毎週水曜日 交流館 831 人/47 回 ） 

⑤ ウォーキングと学習を兼ねて学区民の健康を促進する （ 1 月 28 日 202 人 ） 

⑥ ばら花壇づくりと手入れ （ 通年 坂部ばら花壇 48 人 ） 

（２） ふれあい事業 

① 運動会の開催 （ 5 月 25 日 津之郷小学校 600 人 ） 

② サマーフェスタの開催（ 8 月 5 日 津之郷小学校 663 人 ） 

③ 自治会ふれあい活動 （ 9 月～1月 自治会 364 人 ） 

（３） コミュニティ育成事業  ごみの分別収集、地域環境美化、地域活性化 

   （ 通年 ごみ分別収集 管理 11 自治会 4,000 人 ）（ 通年 河川等除草清掃作業 1,100 人 ） 

   （ 通年 各自治会内清掃作業 4,000 人 ）  

（４） 生活安全事業 

① 避難訓練の実施・防災用品の研修 （ 11 月 26 日 第１次避難 292 人、研修会 107 人 計 399 人 ） 

② 防災用品の整備・補充 （ テント・手すり付きポータブルトイレ補充等 ） 

（５） まちづくり推進委員会運営事業 （ 通年 交流館 144 人 ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成 果 

課 題 

課題解決にむけて 

   

< 津之郷探検ウォークラリー > < クリスマスオーナメント作り > 

地域の交流、世代間交流をはかることができた。防災への関心を高めることができた。 

世代間の交流を促進するために、行事への主体的な参加・活動を促せるよう工夫が必要。 

行事の準備・片付けを簡略するといった運営の効率化をおこなう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（新）サマーフェスタの開催！ 

行事開催の役員負担を軽減！ 

コロナ禍でストップしていた学区の行事を改革し、新しい内容のサマーフェスタが開催され、 

学区民の交流がはかれました。開催運営・内容のさらなるパワーアップをめざします！ 

<竹を利用した花火用のろうそく立て> 

 

津之郷町は高増山の南側に位置する豊かな 

自然に囲まれたところです！ 

山→緑の竹とホワイトの光 

ブルーシートの LED ライト→ 

豊富な池と水を表現しているよ 

<光のイルミネーション> 

盆踊りの象徴の櫓→光のイルミネーションへ 

<全員参加のじゃんけんゲーム> 

<手持ち花火タイムを経てフィナーレの福引へ> 

 

各団体長が対戦するじゃんけんゲーム 

勝つ方を予想して、左右のコートに移動 

勝ち残った人は賞品がもらえます！ 

掛け声にあわせて、じゃんけんぽん！ 

夜店の出店をやめた→全員参加のゲームを考案 

 

盆踊りは誰でも踊れる 

“炭鉱節”を２回 

踊った人には飲み物を！ 

 


